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我が国は未曽有の高齢化社会を迎えている。骨
粗鬆症は高齢女性の50％以上が罹患し、また
寝たきりの原因の第二位であるため、骨粗鬆症
の原因を解明し、新たな治療法を創出すること
は、社会的効果が極めて大きいと考えられる。こ
れまで私は、骨が脳によって調節されることを世
界に先駆けて発見し、研究を進めてきた。

ビタミンEによる骨代謝調節機構の解明
ビタミンEをマウスに投与すると、骨吸収が亢
進し、骨量が低下することを見出した。ビタミ
ンEga破骨細胞融合の制御を介した骨量の
規定因子のひとつであることを解明した
(Nature Medicine, 2012)。

感覚神経系による骨代謝調節機構の解明
Sema3A欠損マウスでは、骨に侵入している
感覚神経系が減少し、骨粗鬆症様の病態を
呈していることを見出した。さらに、骨が出来
るときに感覚神経系が骨に侵入してくること
が、骨の発達や、怪我の後の骨の再生、治
癒に重要であることを発見した。（Nature, 
2013）この研究では、骨を中心に、脳、脂肪組織、消

化管など様々な臓器がお互いの代謝を調節する
こと（骨ネットワーク）に着目し、骨によるエネル
ギーの代謝の制御機構、他の臓器による骨の調
節機構など、「骨ネットワーク」の機構を幅広く解
明することを目指す。

代表論文：Nature, 497, 490-3, (2013）
新聞：朝日新聞、読売新聞、毎日新聞、日本経済新聞 「ビ
タミンＥの取りすぎ注意　骨密度が下がる可能性　慶大報
告」など（2012年3月5-7日）
TV：NHKニュース「おはよう日本」、フジテレビニュース

「FNNスピーク」、「ビタミンE過剰摂取　―骨粗鬆症の一
因に―」（2012年3月）
受賞：日本骨代謝学会学術賞（2012年7月） 我々の見出した、神経系やビタミンEなどの、

新たな骨代謝の調節機構をもとに、骨と他の
臓器の間の代謝ネットワークのさらなる解明
が期待される。また、神経系を標的とした新

たな骨粗鬆症治療薬の開発にもつながるも
のと考えられる。
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ラットの骨のマイクロCTによる解析。ビタミンE投与し
た野生型ラットでは骨量の減少が見られた。

Sema3A による骨代謝調節機構の模式図。Sema3A
は骨への感覚神経の投射を促進することで、骨代謝を
調節する。Sema3Aがないと、感覚神経系の投射が
低下し、骨量が減少する。


